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はじめに

｢社会の変化に対応する資質や能力を育成する教

育課程編成の基本原理」として，国立教育政策研究

所（2013）が，21世紀型能力を提言した．その特色

は，次の点であった．

�各教科等で育成する学力３要素と特別活動・道徳

等で育成する生きる力の徳の部分・人間性をもと

に，学校の教育課程・教育活動全体を通して育て

る汎用的能力を提言した．

�基礎力・思考力をさらに実践力まで高めること．

思考力と実践力を関連づけることによって，学ん

だことを価値づけたり，実生活・社会生活におけ

る意味ある行為へつなげたりすることを提言した．

これを参考に，中央教育審議会（2016）が，①生

きて働く知識・技能，②未知の状況にも対応できる

思考力・判断力・表現力等，③学びを人生や社会に

生かそうとする学びに向かう力・人間性等の３つの

柱で，育成すべき資質・能力を示した．

これらを踏まえ，新学習指導要領（2017）では，

教科等の目標および内容が，資質・能力の３つの柱

から全面的に見直された．

時を同じくして，2017年４月，熊本大学大学院に

教職大学院の課程が新設．「21世紀型能力を育成す

るカリキュラム・デザイン」，「21世紀型能力を育成

する協働的な学びの授業デザイン」の授業を開講し

た．その授業担当教員が，新たな学びのデザインを

テーマに，共同執筆することになった．

本稿では，Ⅰ．教科で育てる学力と資質・能力と

の関係，Ⅱ．協働的な学びによる学力，資質・能力

の育成，Ⅲ．汎用的な資質・能力，コンピテンシー

の育成，という３つの柱を立てた．カリキュラム・

授業デザインを巡る，これからの10年を展望した実

践的課題について，理論と実践を交えつつ，多面的・

多角的に，検討・考察してみたい． （中山玄三）

Ⅰ 教科で育てる学力と資質・能力との関係

Ⅰ-１ 国語の学力と資質・能力

国語科の目標は，「言葉による見方・考え方を働か

せ，言語活動を通して，国語で正確に理解し適切に

表現する資質・能力」を育成することであり，小学

校においては，次のように３つの柱で整理されてい

る．

⑴ 日常生活に必要な国語について，その特質を理

解し適切に使うことができるようにする（知識及び

技能）．

⑵ 日常生活における人との関わりの中で伝え合う

力を高め，思考力や想像力を養う（思考力，判断力，

表現力等）．

⑶ 言葉がもつよさを認識するとともに，言語感覚

を養い，国語の大切さを自覚し，国語を尊重してそ

の能力の向上を図る態度を養う（学びに向かう力，

人間性等）．

これらの資質・能力と観点別学習状況評価との関

係を資料Ⅰ-１に示す．国語で正確に理解し適切に

表現するためには，話すこと・聞くこと，書くこと，
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読むことの「思考力，判断力，表現力等」と，言葉

の特徴や使い方等の「知識及び技能」が相互に関連

し合いながら育成される必要がある．

学習指導要領実施状況調査（2015）においては，

「必要な情報を自ら見付けて読むこと」「目的に応じ

て要約したりすること」「必要な条件を踏まえて効

果的に書くこと」などに課題が見られると指摘され

ており，その改善策として，児童自身が課題解決を

通して，必要な知識及び技能の必要性や有効性を認

識して活用できるような「単元を貫く言語活動」の

重要性が述べられている．そのためには，児童自身

が，自ら課題を発見し，国語の能力を確実に身に付

けながら，その解決に向けて主体的に取り組み，学

んだことやできるようになったことを振り返る活動

を組み込んだ単元設計が必要である． （前田康裕）

Ⅰ-２ 算数の学力と資質・能力

算数科の目標は，「数学的な見方・考え方を働かせ，

数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力」

を育成することであり，資質・能力ごとに次のよう

に整理されている．

⑴ 数量や図形などについての基礎的・基本的な概

念や性質などを理解するとともに，日常の事象を数

理的に処理する技能を身に付けるようにする．

⑵ 日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を

立てて考察する力，基礎的・基本的な数量や図形の

性質などを見いだし統合的・発展的に考察する力，

数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表

したり目的に応じて柔軟に表したりする力を養う．

⑶ 数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き，学

習を振り返ってよりよく問題解決しようとする態度，

算数で学んだことを生活や学習に活用しようとする

態度を養う．

これらの資質・能力と観点別学習状況評価との関

係は資料Ⅰ-２の通りであり，算数科においては明

確な関連付けが可能である．

算数で育むこれらの資質・能力を汎用的に使える

能力へと高めていくには，一単位時間での学びを単

元や年間レベルという長いスパンの中に位置づける

ことが必要である．

学習指導要領実施状況調査（2015）においても「算

数の授業の目的が一つの問題を解くことのみになっ

ている」と指摘されており，「この時間で学んだ内容

や学び方はどんな場面で生かされるのか」という意

識を児童に持たせることは，今後必要とされるもの

である．

単元の終末に，リアリティのある問題を位置づけ，

それまでに身につけた資質・能力を生かして解決す

ることにより，汎用的に使える能力へと高めていく

学習は，その一例である． （宮脇真一）

Ⅰ-３ 社会の学力と資質・能力

社会科の目標は，「社会的な見方・考え方を働かせ，

課題を追究したり解決したりする活動を通して，グ

ローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民

主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての

資質・能力の基礎」を育成することであり，資質・

能力ごとに，次のように整理されている．

⑴ 地域や我が国の国土の地理的環境，現代社会の

仕組みや働き，地域や我が国の歴史や伝統と文化を

通して社会生活について理解するとともに，様々な

資料や調査活動を通して情報を適切に調べ，まとめ
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資料Ⅰ-１ 小学校国語科の学力と資質・能力（前田）



る技能を身に付けるようにする．

⑵ 社会的事象の特色や相互の関連，意味を多角的

に考えたり，社会に見られる課題を把握して，その

解決に向けて社会への関わり方を選択・判断したり

する力，考えたことや選択・判断したことを適切に

表現する力を養う．

⑶ 社会的事象について，よりよい社会を考え主体

的に問題解決しようとする態度を養うとともに，多

角的な思考や理解を通して，地域社会に対する誇り，

愛情，地域社会の一員としての自覚，我が国の国土

と歴史に対する愛情，我が国の将来を担う国民とし

ての自覚，世界の国々の人々と共に生きていくこと

の大切さについての自覚などを養う．

これらの資質・能力と観点別学習状況評価との関

係は資料Ⅰ-３の通りであり，明確な関連付けが可

能である．

学習指導要領実施状況調査（2015）では，「情報を

比較したり関連付けたりして，社会的事象の特徴，

働き，役割，因果関係，条件などを考え表現できる

ようにする指導が大切」と指摘されており，「なぜそ

の資料を取り上げたのか」「その資料から何を主張

したいのか」を問い直す学習が必要である．

（宮脇真一）
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資料Ⅰ-２ 小学校算数の学力と資質・能力（宮脇）

資料Ⅰ-３ 小学校社会の学力と資質・能力（宮脇）



Ⅰ-４ 理科の学力と資質・能力

わが国の小学校理科は，学習指導要領の改訂とと

もに，問題解決の理科として成立し発展してきた．

小・中学校での理科の場合，資料Ⅰ-４に示したよう

に，問題を見い出す・問題を追及する・問題を解決

するという問題解決に即した形で，「４観点・３要素

の学力」および「３つの資質・能力」（観点別学習状

況評価，2010；新学習指導要領，2017）を整理し直

すことができる．この点が，理科固有の特色である．

自然の事物・現象を対象にした「科学を実践する

体験による協働的な学び」（中山，2017；Hodson，

1998；今井，2012）を通して，問題解決のプロセス

で必要な学力および資質・能力の育成を促すことが

可能である．実践的課題としては，高等学校の理科

で，資質・能力というよりは，知識・学習内容に重

点が置かれ過ぎている点であろう．

主体性を持って多様な人々と協働しながら，十分

な知識と本質的な理解を基に，問題を発見・定義し，

答えが一つに定まらない問題の解決に向けて，様々

な情報を統合しながら主体的に思考・判断し，その

プロセスや結果について，表現したり実行したりす

る．そのために必要な諸能力を，初等中等教育から

大学教育まで一貫して育んでいくことが，今後益々

重要となる（総則・評価特別部会，2016；高大接続

システム改革会議，2016）．

理科では，未知の自然事象・状況に直面したとき，

主体的・協働的に，答えが一つに決まらない問題の

解決に向けて，既有の科学的知識・探究技能を活用

することで思考・判断し，新たな知識を創り出して

いく，そのような創造的な問題解決に必要な資質・

能力を，今後一層重視すべきであると考える（中山，

2015）． （中山玄三）

Ⅱ 協働的な学びによる学力，資質・能力の

育成

Ⅱ-１ 学習環境デザインの視点

授業をデザインするとき，インストラクショナル

デザインと学習環境デザインを分けることがある．

インストラクションが，学習者が知る必要があるこ

とを指示することに着目しているのに対し，学習環

境は，より学習者に着目して，自らの可能性を探求

し，発展させるための機会を提供する（Gagneら，

2005）．また，物理的な学習環境と心理的・社会文化

的な学習環境がある（Hiemstra & Sisco, 1990）．教

授・学習方略や評価方略を総合的に計画するために

は，双方の学習環境を考慮に入れる必要があると考

えられる．

学習環境デザインに関する研究は，わが国ではま

だ少ない．渡辺・森本・小湊（2014・2016・2017）

は，Bransford（2000），Taylor（1997），Cunning-

ham（1993）が提案した学習環境デザインの視点を

取り上げ，理科の授業デザインの視点として，有用・

援用可能であると結論づけた．

カリキュラム・授業デザイン
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資料Ⅰ-４ 理科の学力と資質・能力（中山）



３人らの学習環境デザインの視点を，問題解決と

しての理科の学習活動に即した形で，整理し直した

ものが，資料Ⅱ-１である．これより，予想・実験・

考察・結論の導出のいずれの場面においても，協働

的な学びが，必要不可欠であることがわかる．

協働的な学びでは，個人による課題遂行と集団で

のモニタリング，特に，建設的相互作用による知の

構築が，重要な実践的課題であろう（三宅，2016）．

以上より，理科では，問題解決に即した形で，学

習環境デザインの視点に基くことで，協働的な学び

により，学力，資質・能力を育成するための授業デ

ザインが可能となる．この視点は，総合的な探究活

動のデザインにも，十分適用可能であると考える．

（中山玄三）

Ⅱ-２ 協働的な学びのデザインの基本原則

｢協同学習（cooperative learning）」（Johnson &

Johnson，2009）は，課題達成に向かう力の育成，肯

定的で互助的な人間関係の構築，健全な精神の育成

など，学力と人間性の両面（汎用的な資質・能力＝

コンピテンシー）の育成において優れた成果を期待

できる．

このような協同学習をデザインする際の基本原則

として，次の６つの事項に留意すべきである．

⑴ 共通の目標を設定する．グループでなければ子

供たちが達成できず，一人一人の子供がいなければ

グループで達成できないような目標を設定する．

⑵ すべての子供たちが参加できるような活動をデ

ザインする．活動の目標を達成できる規模の少人数

グループを編成することなどである．

⑶ 社会的な相互作用の目標を設定する．アイコン

タクトなどの単純な相互作用から，意見の相違や対

立を表現するなどの複雑な相互作用まで，さまざま

な社会的な相互作用の具体目標を設定する．

⑷ グループのメンバーに異なる役割や責任を与え

る．「ジグソー活動」（Coelho, 1992）のように，長い

文章の異なる箇所を一人一人の子供がそれぞれ分担

し，お互いに教え合うような責任や，司会者・記録

者・発表者というような異なる役割を与えることで

ある．

⑸ 創造的な成果を生み出すような活動をデザイン

する．「劇づくり」（Pederson, 2012）や複雑な問題

の議論などのような，複雑な成果が求められる課題

は，豊富な言語を用いた社会的な相互作用を生み出

したり，「認知的不協和」（Galman, 2009）に直面し

たりする可能性を拡げる．

⑹ グループと一人一人の子供の進歩や成長を評価

する．劇づくりなどのようなプロジェクトでは，グ

ループの出来栄えや劇中のそれぞれの役割を演じる

一人一人の子供を評価する．

なお，これらの中で特に，⑶社会的な相互作用の

目標，および⑷役割を中心とした，⑹評価の観点の

具体例を，資料Ⅱ-２に示しておくことにする．

（ピダーソン・スタンリ）

Ⅱ-３ 協働的な学びの成立要件

次に示す小学校算数の事例を元に，協働的な学び

が成立する要件を検討した．

事例１：６年「比」

長方形を拡大する時の，縦横の長さの比を考える．

事例２：５年「割合」

どの商品に割引券を使うと割引額が一番大きくな
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資料Ⅱ-１ 理科の学習活動と学習環境デザインの視点（中山）



るか考える．

⑴ 適切な道具

事例１では，３枚の長方形を用意し，図のように

その３枚を重ねると，互いに相似な関係にある長方

形の場合は，右下の頂点が対角線上に並ぶことにな

る．この対角線上に頂点があるか否かを検討するこ

とで，解決の必然性が生まれる．適切な道具の準備

により，児童の協働的な学びを成立させることがで

きる．

⑵ 協働のよさである視点の多さ

事例２では，同じ結果に至る複数の解決方法を検

討するような学習を仕組んだ．結果が明らかである

ことから，児童は「自分自身の考えを外に出して確

認してみる」，あるいは「他の人の言葉や活動を聞い

たり見たりしながら自分の考えと組み合わせてより

よい考えをつくる」といった建設的相互作用（三宅

ら，2015）を働かせることになり，安心して話し合

いに参加し，自らの解決方法を，自信を持って主張

することにつながる．教師による児童の考えの整理

は，必然的に最小限となり，児童の協同的な学びを

成立させることができる．

⑶ グループ活動への参加

事例１では，積極的に話し合う２人と，自分の考

えをまとめた後に参加した１人，ほとんど発言しな

い１人がいるグループに焦点を当てた検討を行った．

ここでは，話し合いに参加しながら自分の考えを

修正し，練り上げていくのが理想的であろう．しか

し，「話し合いの進め方」等の「型」を強要せず，個

人でじっくり思考する状況を認めることも必要であ

ることを確認した． （宮脇真一）

Ⅱ-４ 資質・能力を育てる協働的な学び：

現職教員学生（教職経験年数20年）のレポート

｢主体的・対話的で深い学び」は，これからの時代

に必要となる資質・能力を育てる学習方法として位

カリキュラム・授業デザイン
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資料Ⅱ-２ 英語活動における協同学習のデザインの基本原則（ピダーソン）



置づけられた新学習指導要領のキーワードの１つで

あり，「協働的な学び」はこの中の重要な要素である．

また，資質・能力を育成する教育課程の在り方に

関する研究報告書（国立教育政策研究所，2015）か

ら，資質・能力と協働的な学びの関係を資料Ⅱ-４の

ように捉えることができる．

つまり，子供が持つ潜在的な資質・能力を協働的

な学びによって引き出し，教科等の内容を深め，そ

の内容を協働的な学びで活用することで生きた知識

としての高次な資質・能力となっていく．このよう

な学びを繰り返しながら更に高次な資質・能力へと

質を高めていくのである．

そこで，学習内容，学習活動，資質・能力の視点

で現職教員学生のレポートを見てみることにした．

実践１ 小学校国語 ６年「風切るつばさ」

実践２ 小学校算数 ４年「概数」

実践３ 中学校社会 ３年「公民」

３つの実践を見てみると，学習内容，身に付けた

い資質・能力，それをつなぐ協働的な学びが意図的

に設定されているのが分かる．

中山 玄三・ピダーソン・スタンリ・宮脇 真一・前田 康裕・太田 恭司・藤瀬 泰司
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資料Ⅱ-４ 資質・能力を育てる協働的な学び（太田）



しかし，田上（2016）が指摘する授業の定式化・

固定化や人間形成との関わり等の問題を考慮すると，

実践１を例に挙げれば，「ごんぎつね」で学習した人

物の変容の手がかりを，「大造じいさんとがん」「風

切るつばさ」の学習で人物関係図の作成に生かすこ

とや，道徳の内容を意識することも必要である．

コンテンツ・ベースのカリキュラムでは知識注入

型の授業に陥る可能性がある．新学習指導要領が目

指すコンピテンシー・ベースのカリキュラムにする

からには，実践例のような協働的な学びによる探究

が求められていくのである． （太田恭司）

Ⅲ 汎用的な資質・能力，コンピテンシーの

育成

Ⅲ-１ コンピテンシー・ベースのカリキュラム

コンピテンシー・ベースのカリキュラムは，どう

あればよいか．「論点整理」（2015）では，教科等を

横断する汎用的なスキル・コンピテンシーと，教科

等の知識・技能の間に，教科等の本質を位置付けて

いる．つまり，教科の本質を拠点にコンピテンシー

に迫ることが，コンテンツの系統性とは異なる，も

う１つのコンピテンシーの系統性を，カリキュラム

に持ち込むことになる（奈須ら，2015）．

2017年に告示された新学習指導要領の理科（学習

指導要領解説，2017）では，小・中学校を通じて，

エネルギー・粒子・生命・地球を柱としたコンテン

ツの系統性とともに，育成を目指す資質・能力，コ

ンピテンシーとのつながりを意識した系統性となる

ように，学習経験の累積を重視したスパイラル（ラ

セン型）カリキュラムの充実が図られた．

エネルギー・粒子・生命・地球という科学の基本

的な概念は，対象の自然事象の特性，対象を捉える

視点や構築する考えなどに基づいて，教科の本質と

して整理されたものである．このコンテンツととも

に，理科で必要な思考力・判断力・表現力等及び学

びに向かう力，即ち，コンピテンシーが，今回，新

たに，小・中学校の学年別に示された．つまり，コ

ンテンツが，知識・技能と思考力・判断力・表現力

等を相互に関連・クロスさせながら，小・中学校を

通じて，問題解決・科学的探究に必要な汎用的な資

質・能力，即ち，コンピテンシーの育成を目指すも

のへと転換された．

このようなコンピテンシー・ベースのカリキュラ

ムへのシフトは，今回の学習指導要領の改訂を契機

に，理科のみならず他教科でも，拡がりを見せつつ

ある．今後は，その論旨通りの実践が課題となるで

あろう． （中山玄三）

Ⅲ-２ 言語能力を育成するスパイラルカリキュラム

｢スパイラルカリキュラム」（Bruner, 1960）は，

元々，1960年代に科学・数学教育の現代化運動で提

唱された考え方である．子供の年齢・発達に即した

「思考の方法」を用いながら，学問・教科の構造に即

した鍵となる「概念・原理」を繰り返し学ぶ．あた

かも螺旋階段を昇るように，単純なものから複雑な

ものへと学習経験を順次積み上げていくことから，

スパイラル（spiral：ラセン状・型）のカリキュラム

と呼ばれる．

言語能力を育成するスパイラルカリキュラムでは，

音声・単語・文法という言語の形式・「構造」と，情

報を求めたり謝罪をしたり招待状を書いたりすると

きにどういう言葉を使うかという言語の「機能」を，

相互に関連・クロスさせながら学びを積み上げる．

言語の「構造」を学ぶことで，知識・技能や資質・

能力を，言語の「機能」を学ぶことで，現実世界で

既有の知識・技能や資質・能力を活用できる力を習

得していく．

子供の発達に沿って，「活動（行為）→映像（イメー

ジ）→象徴（文字）による表象」（Bruner, 1966）が

可能になる．幼い時期は，日常世界のリアルな体験

から言葉を身につける．また，言葉の意味とは別に，

歌やリズムを記憶できることから，「言語的な制約

をつけずに，一度に全部の情報のまとまり（チャン

ク）を提供すること」（Long & Crookes, 1992）が有

効である．その後，発達に伴い，全体から部分への

分析や，具体的な行為による表象から抽象的な文字

による表象への「再表象」（Karmiloff-Smith, 1996）

が可能になる．それ故に，聞く・話すことの基礎の

上に読む・書くことの学びを積み上げていく必然

性・必要性がある． （ピダーソン・スタンリ）

Ⅲ-３ コンピテンシーを育成する教科カリキュラ

ム・デザインの条件

知識基盤社会の到来に伴い，コンピテンシーの重

要性が指摘されている（Rychen, 2006）．AIやロ

ボットの活躍が今後予想される現在，彼らでは対処

できない状況・文脈のもとで課題を解決できる汎用

的な資質・能力の育成が強く求められているわけで

ある．

こうした社会的要請に応えて，学校教育のあり方

もコンテンツ・ベースではなくコンピテンシー・ベー

スへと大きくシフトしつつある．そのため，学校教

育法第30条で示された学力３要素も，古い資質・能

力概念（アビリティ）ではなく，新しい資質・能力

概念（コンピテンシー）として捉える必要がある．

コンピテンシーとしての学力３要素，なかでも思考

力・判断力・表現力を育てるという観点からカリキュ

カリキュラム・授業デザイン
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ラム・デザインを試案的に類型化すると，資料Ⅲ-３

のとおりである．

コンピテンシーとしての思考力・判断力・表現力

を育てるためには，子どもに学校的な文脈だけでな

く脱学校的な文脈で思考・表現／判断・表現させる

タイプ③・④のデザインも必要不可欠である．その

際，注意したいことは，学力調査の結果や児童生徒

の実態だけを理由にして，これらの資質・能力を育

成しないことである．なぜなら，そのような理由付

けだけでは，カリキュラム・デザインがタイプ①・

②に偏り，学校に閉ざされた資質・能力を育成して

しまう可能性があるからである．この危険性を回避

するためには，民主主義の担い手を育てるという学

校教育の目的に照らして脱学校的な文脈を設定し，

子どもに思考・表現／判断・表現させるカリキュラ

ム・デザインに取り組み，開かれた資質・能力の育

成をめざすことが重要であると考える．(藤瀬泰司）

Ⅲ-４ 汎用的能力を育成する総合的な探究活動：

現職教員学生（教職経験年数20年）のレポート

現行学習指導要領の学力３要素は，「知・徳・体」

の知の側面から見たもので，教科等の特有の資質・

能力である．

新学習指導要領の資質・能力の３要素は，「知・徳・

体」を総合的に捉え，教科等横断的な資質・能力で

ある．そのため，2017年３月に告示された新学習指

導要領における教科等の目標は，教科等の「見方・

考え方」が加味され教科等の本質を押さえながらも，

教科等を横断する資質・能力の３要素（知識及び技

能，思考力・判断力・表現力等，学びに向かう力・

人間性等）からなっている．

つまり，各教科等の見方・考え方を働かせること

で多面的・多角的な視点で，未知なる事象に対して

課題発見，課題解決を行う総合的な探究活動ができ

得るのである．

資料Ⅲ-４は，現職教員学生の実践の概要である．

ここで,石井（2015）が指摘するコンピテンシー・

ベースのカリキュラムの危険性と可能性を考慮する

と，現職教員学生の実践例のように，総合的な探究

活動を意味ある文脈（学ぶ意義，思考する必然性，

子どもたち自身が発見した真正性のある問題）の中

で教科等の中核となる知識や概念を手掛かりに，問

う価値のある課題（リアリティ，切実性のある課題）

の解決に向けて，身に付けたい資質・能力と学習内

容を探究的な学習活動で往還させることによって汎

用的な資質・能力は育まれる．そして，これをラセ

ン状（スパイラル）に繰り返すことで内容と資質・

能力が総合的な探究活動によって一体化されていく．

ただし，学びに向かう力，人間性等については，

新学習指導要領の内容ごとの目標を見ても分かるよ

うに，毎時間設定されるものではないので，単元全

体を見通すと共に教科外活動も含めたカリキュラ

ム・デザインが必要となるのである． （太田恭司）

まとめにかえて

カリキュラム・授業デザインに関する実践的課題

を，整理しておく．一つ目は，一つの教科の中で，

学力を汎用的なコンピテンシーに，いかに高めてい

けるのかについて．学んだ状況・文脈以外で，生き

て働き汎用的に使えるようなコンピテンシーへと高

めていくには，現実社会のリアリティーのある新規

の状況・文脈で，実際に使えるようになることが重

要である．これが，協働的に，可能か否かが，課題

である．

二つ目は，教科の枠を越えて，汎用的なコンピテ

ンシーを，いかに育成できるのかについて．学んだ

場以外で，現実社会のリアリティーのある新規の状

況・文脈に，既有の知識・技能を持ち込めて，うま

く使えて，さらに拡張できることが重要である．１

つの教科から他教科等と関連づける，複数の教科等

から相互に関連づけるなど，複数の教科等で身につ

けた資質・能力を組み合わせてうまく使うことで，

コンピテンシーの育成を図る．その一方，教科の枠

を越えた横断的・総合的な探究活動で，必要に応じ

て随時，教科等で身につけた資質・能力を検索・取

捨選択してうまく使うことで，コンピテンシーの育

成を図る．これが，協働的に，可能か否かが，課題

である．

三つ目は，教科等のコンテンツとコンピテンシー

を，いかに相互に関連・クロスさせてデザインする

のかについて．各教科の枠内で，それと同時に，教

科の枠を越えて，汎用的なコンピテンシーを育成す

中山 玄三・ピダーソン・スタンリ・宮脇 真一・前田 康裕・太田 恭司・藤瀬 泰司
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資料Ⅲ-３ コンピテンシーを育成する

教科カリキュラム・デザインの条件（藤瀬）



る．そのためには，教育課程全体を俯瞰したカリ

キュラム・デザインとカリキュラム・マネジメント

が重要となる．これが，学校内で，可能か否かが課

題である．

最後に，一つの教科の枠内で，一人の教師が，学

力形成を目指すだけでは，到底，汎用的な資質・能

力，コンピテンシーの育成には及びつかないのは，

必至である． （中山玄三）
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資料Ⅲ-４ 汎用的能力を育成する総合的な探究活動（太田）
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